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は
じ
め
に

本
書
の
使
い
方

　

大
学
入
試
に
お
い
て
『
文
学
史
』
問
題
が
配
点
の
う
え
で
占
め

る
割
合
は
そ
う
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
知
っ
て
さ
え
い
れ
ば
確

実
に
得
点
で
き
る
も
の
だ
。
ま
た
、
直
接
に
は
文
学
史
的
知
識
が

問
わ
れ
な
い
場
合
で
も
、
た
と
え
ば
古
文
に
お
い
て
、
そ
の
作
品

の
概
要
を
知
ら
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
問
題
が
出
題
さ
れ
た
り
、

現
代
文
に
お
い
て
も
、
近
代
文
学
に
対
す
る
あ
る
程
度
の
知
識
が

前
提
に
な
い
と
読
み
に
く
い
文
章
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
文
学
史
の
知
識
は
入

試
国
語
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
文
学
史
』
を
や
ら
ね
ば
と
思
い
つ
つ
も
い

た
ず
ら
に
月
日
ば
か
り
が
経
っ
て
ゆ
く
の
が
受
験
生
の
現
状
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
何
し
ろ
そ
こ
に
は
膨
大
な
情
報
が
含
ま
れ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
し
て
、
ど
の
程
度
ま
で
記
憶
す
れ
ば

い
い
の
か
明
確
な
指
針
が
な
い
と
い
っ
た
分
野
な
の
だ
か
ら
、
受

験
生
諸
君
が
当
惑
す
る
の
は
無
理
も
な
い
。

　

大
学
受
験
で
は
、
い
た
ず
ら
に
多
く
の
情
報
を
記
憶
す
る
必
要
は

な
い
。
一
方
、
い
く
ら
簡
便
で
あ
っ
て
も
重
要
な
情
報
を
欠
い
て
い

て
は
不
完
全
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
重
要
事
項
を
列
挙
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
受
験
の
実
情
に
即
し
て
い
て
、
し
か
も
効
率
的
に

学
習
で
き
る
参
考
書
や
問
題
集
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
編
集
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
え
る
べ

く
本
書
を
作
成
し
た
。
全
国
の
国
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
実
際

の
大
学
入
試
に
お
け
る
傾
向
を
徹
底
的
に
分
析
し
た
う
え
で
出
題

さ
れ
た
事
項
を
も
れ
な
く
、
し
か
も
簡
便
に
し
て
記
憶
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
て
、解
説
と
し
て
「
ま
と
め
」
と
「
図
表
」
を
作
成
、

次
い
で
全
分
野
に
わ
た
っ
て
実
力
を
確
認
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

良
質
の
問
題
を
精
選
し
、
文
学
史
問
題
演
習
と
し
て
も
必
要
か
つ

充
分
な
「
問
題
編
」
を
ま
と
め
た
。
つ
ま
り
、
理
解
と
暗
記
の
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、『
文
学
史
』
の
参
考
書
と
し
て
も
、

問
題
集
と
し
て
も
、
受
験
に
即
し
て
、
効
率
的
に
学
習
で
き
る
も

の
と
し
た
。

改
訂
版
に
よ
せ
て

　

初
版
か
ら
31
年
が
経
ち
、
そ
の
間
に
大
学
入
試
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
終
了
し
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
に
比
べ
て
古
文
の
文
章

を
出
題
す
る
大
学
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
も
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
入
試
問
題
を
調
べ
て
み
る
と
、
現
古
融
合
問

題
が
出
題
さ
れ
た
り
、
現
代
文
の
問
題
の
中
に
古
文
の
『
文
学
史
』

が
出
題
さ
れ
た
り
し
て
い
て
、
古
文
の
出
題
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、『
文
学
史
』
の
古
文
の
比
重
が
下
が
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

今
回
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
近
年
の
入
試
問
題
を
徹
底
的
に
分
析

し
た
上
で
、
問
題
・
解
説
な
ど
を
変
更
し
ま
し
た
。
現
代
文
の
問
題

の
中
で
古
文
の『
文
学
史
』が
出
題
さ
れ
た
問
題
も
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
生
の
み
な
さ
ん
が
本
書
を
効
果
的
に
利
用
し
て
、
受
験
の
成

果
に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
、編
者
一
同
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。  

　

本
書
は
全
体
を
「
現
代
文
の
文
学
史
」「
古
文
の
文
学
史
」「
漢

文
の
文
学
史
」
の
三
部
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
ま
と
め
」「
図

表
」と「
問
題
編
」か
ら
成
っ
て
い
る
。
諸
君
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
、

ど
こ
か
ら
取
り
か
か
っ
て
も
よ
い
。

　

ま
た
、
入
試
出
題
頻
度
お
よ
び
文
学
史
上
の
重
要
度
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
そ
れ
を
色
太
字
・
太
字
・
細
字
の
順
で
示
し
た
。

　

以
下
に
標
準
的
な
本
書
の
使
い
方
を
記
し
て
お
こ
う
。

★
ま
と
め

　

初
め
に
こ
こ
で
『
文
学
史
』
の
大
き
な
流
れ
（
時
代
背
景
も
）

を
掴
ん
で
ほ
し
い
。
流
れ
に
は
流
れ
を
形
成
し
た
“
原
因
”
が

あ
る
か
ら
む
や
み
な
暗
記
で
は
な
く
、
大
筋
を
理
解
し
た
う
え

で
、
各
流
派
や
作
品
群
を
押
さ
え
て
い
く
方
法
が
よ
り
有
効
だ
。

★
図
表

　
「
ポ
イ
ン
ト
」
で
学
習
テ
ー
マ
を
確
認
す
る
と
よ
い
。

★
問
題
編

　

実
際
に
出
題
さ
れ
た
多
数
の
文
学
史
問
題
か
ら
良
問
を
選
び

文
学
史
の
知
識
が
完
成
す
る
よ
う
に
編
集
し
た
。

1
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
」
は
文
学
史
最
重
要
の
基
本
問
題

を
頻
度
順
に
配
置
し
た
。

2
「
発
展
問
題
」
は
実
戦
的
な
入
試
問
題
で
す
（
一
部
改
訂
を

加
え
て
い
ま
す
）。

★
索
引

　

作
家
名
や
作
品
名
な
ど
か
ら
、
詳
し
い
説
明
の
頁
を
検
索
す

る
の
に
便
利
な
よ
う
に
配
慮
し
た
。

★
解
答
・
解
説
（
別
冊
）

　

間
違
い
の
選
択
肢
に
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
コ
メ
ン
ト
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
『
文
学
史
』
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
配
慮
し
た
。

　
　

▼
　
凡
　
例
　
▲

　
　

＊
現
代
文 

『　
　

』　

作
品
名

「　
　

」　

雑
誌
名

〈　
　

〉　

文
芸
思
潮

“　
　

〟　

文
学
史
用
語

《　
　

》　

文
学
結
社
名

　

影
響
関
係

　
　

＊
古
文
・
漢
文

『　
　

』　

作
品
名

〈　
　

〉　

ジ
ャ
ン
ル

“　
　

〟　

文
学
史
用
語

　

影
響
関
係
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詩（まとめ）

4647

押
韻
＝
詩
の
中
で
韻い
ん

を
踏
む
こ
と
。

マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
＝
西
欧
象
徴

主
義
の
詩
を
範
と
し
、
日
本
語
に
よ

る
象
徴
詩
の
可
能
性
を
追
求
し
た
文

学
運
動
。

　
近  

代  

文  

学  

の  

ま  

と  

め
（
詩
）

　

近
代
詩
は
、〈
新し

ん

体た
い

詩
〉
の
ジ
ャ
ン
ル
を
拓
い
た
『
新
体
詩
抄
』
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
森

鷗お
う

外が
い

ほ
か
の
訳
詩
集
『
於お

母も

影か
げ

』
に
よ
り
新
時
代
の
抒
情
の
道
を
開
き
、
日
清
戦
争
後
に
島

崎
藤
村
の
『
若わ

か

菜な

集し
ゅ
う

』
に
〈
浪ろ

う

漫ま
ん

派
〉
の
詩
と
し
て
結
実
し
た
。
さ
ら
に
上
田
敏び

ん

は
訳
詩

集
『
海か

い

潮ち
ょ
う

音お
ん

』
で
〈
象
徴
派
〉
の
詩
を
紹
介
し
、
蒲か

ん

原ば
ら

有あ
り

明あ
け

、
薄す

す
き

田だ

泣き
ゅ
う

菫き
ん

な
ど
の
詩
人

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
北
原
白
秋
の
『
邪じ

ゃ

宗し
ゅ
う

門も
ん

』『
思
ひ
出
』
な
ど
〈
耽た

ん

美び

派
〉

の
文
語
自
由
詩
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

大
正
期
に
入
る
と
、
白し

ら

樺か
ば

派
の
影
響
を
受
け
た
高
村
光
太
郎
が
出
て
、『
道ど

う

程て
い

』
で
〈
理

想
主
義
〉
の
詩
を
書
い
て
〈
口
語
自
由
詩
〉
へ
の
道
を
開
き
、
萩は

ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

が
『
月
に
吠ほ

え

る
』
で
、完
成
し
た
〈
口
語
自
由
詩
〉
と
し
て
の
優
れ
た
作
品
を
世
に
出
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、

室む

生ろ
う

犀さ
い

星せ
い

は
『
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

小
曲
集
』
で
、宮
沢
賢
治
は
『
春
と
修し

ゅ

羅ら

』
で
独
自
の
世
界
を
う
た
っ

た
。

　

昭
和
期
に
入
る
と
、
中
野
重し

げ

治は
る

な
ど
の
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
〉、
次
い
で
〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〉

の
詩
が
現
れ
、「
詩
と
詩
論
」
を
中
心
と
し
た
三み

好よ
し

達
治
、
西
脇
順
三
郎
、「
四
季
」
の
中な

か

原は
ら

中ち
ゅ
う

也や

、「
歴れ

き

程て
い

」
の
草
野
心し

ん

平ぺ
い

な
ど
が
活
躍
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
後
は
、
戦
後
の
荒
廃
の
中
で
生
き
る
道
を
探
っ
た
鮎あ

ゆ

川か
わ

信の
ぶ

夫お

な
ど
が
「
荒あ

れ

地ち

」
で
活
躍
し
、
ま
た
押お

う

韻い
ん

等
の
修
辞
法
を
用
い
た
口
語
詩
を
主
張
し
た
加
藤
周
一
な
ど
が

〈
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
〉
の
運
動
を
展
開
し
た
。

文
語
自
由
詩
＝
文
語
で
書
か
れ
て
い
る

が
五
七
五
七
七
の
短
歌
や
、
五
七
五

の
俳
句
に
対
し
、
定
型
に
こ
だ
わ
ら

な
い
詩
型
（
非
定
型
）
の
詩
。

口
語
自
由
詩
＝
口
語
で
書
か
れ
た
、
非

定
形
の
詩
。

「
我が

楽ら
く

多た

文
庫
」�（
明
18
・
5
～
明
22
・
10
）　
尾
崎
紅
葉
、
山
田
美
妙
ら
が
回
覧
雑
誌
と
し
て
創
刊
し
た
、
硯
友
社
の
機
関
紙
。

「
文
学
界
」�（
明
26
・
1
～
明
31
・
1
）　
北
村
透
谷
、
島
崎
藤
村
ら
に
よ
り
創
刊
さ
れ
、
明
治
二
〇
年
代
の
浪
漫
主
義
運
動
を
推
進

し
た
。
透
谷
の
評
論
、
樋
口
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』、
藤
村
の
詩
な
ど
を
掲
載
し
た
。

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」�（
明
30
・
1
～　
　

）　
正
岡
子
規
主
宰
の
俳
句
雑
誌
。
高
浜
虚
子
が
後
を
継
ぎ
、
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ

る
』
を
掲
載
し
た
。

「
明
星
」�（
明
33
・
4
～
明
41
・
11
）　
与
謝
野
鉄
幹
主
宰
の
詩
歌
雑
誌
。
浪
漫
主
義
を
鼓
吹
し
て
短
歌
の
革
新
に
貢
献
し
、
与
謝
野

晶
子
、
高
村
光
太
郎
、
石
川
啄
木
、
吉
井
勇
、
北
原
白
秋
ら
が
寄
稿
し
た
。

「
ス
バ
ル
」�（
明
42
・
1
～
大
2
・
12
）　
「
明
星
」
廃
刊
後
に
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
北
原
白
秋
、
吉
井
勇
、
石
川
啄
木
、
高
村
光

太
郎
ら
が
、
森
鷗
外
を
指
導
者
と
し
て
発
刊
し
た
文
芸
雑
誌
。
自
然
主
義
文
学
に
対
抗
し
て
明
治
末
の
芸
術
至
上
主

義
（
新
浪
漫
主
義
）
の
中
心
と
な
っ
た
。

「
ア
ラ
ラ
ギ
」�（
明
41
・
10
～
平
9
・
12
）　
伊
藤
左
千
夫
が
中
心
と
な
っ
て
創
刊
し
た
、
正
岡
子
規
の
根
岸
短
歌
会
の
流
れ
を
く
む

短
歌
雑
誌
。
斎
藤
茂
吉
、
島
木
赤
彦
、
土
屋
文ぶ
ん

明め
い

、
長
塚
節
ら
が
参
加
し
た
。

「
白
樺
」�（
明
43
・
4
～
大
12
・
8
）　
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
里
見
弴
、
有
島
武
郎
ら
を
同
人
と
す
る
文
芸
雑
誌
。
人
道
主
義
・

理
想
主
義
を
標
榜
す
る
。

第
二
次
「
新
思
潮
」��（
明
43
・
9
～
明
44
・
3
）　
小お

山さ

内な
い

薫か
お
る

を
中
心
に
谷
崎
潤
一
郎
、
和わ

辻つ
じ

哲て
つ

郎ろ
う

ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
同
人

雑
誌
。
谷
崎
潤
一
郎
の
『
刺
青
』
な
ど
を
掲
載
し
た
。

第
三
次
「
新
思
潮
」�（
大
3
・
2
～
大
3
・
9
）　
と
第
四
次
「
新
思
潮
」（
大
5
・
2
～
大
6
・
3
）　

と
も
に
芥
川
龍
之
介
、
菊
池
寛
、

久
米
正
雄
、山
本
有
三
ら
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
同
人
雑
誌
。
第
四
次「
新
思
潮
」に
は
芥
川
龍
之
介
の『
鼻
』

が
掲
載
さ
れ
た
。

「
文
芸
時
代
」（
大
13
・
10
～
昭
2
・
5
）　
川
端
康
成
や
横
光
利
一
ら
が
参
加
し
た
文
芸
同
人
雑
誌
。
新
感
覚
派
の
拠
点
と
な
っ
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

コ
ラ
ム　

覚
え
て
お
き
た
い
雑
誌

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••

＊
下
段
は
文
語
体
、
上
段
は
口
語
体
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

＊
島
崎
藤
村
・『
若
菜
集
』
は
頻
出
。

＊
島
崎
藤
村
・
萩
原
朔
太
郎
を
中
心
に
覚
え
た
い
。

•••••••••••••

ポ
イ
ン
ト

詩
明　　　　　　　治

2040

新 

体 

詩

浪 
漫 

派

耽 

美 

派

象 

徴 

派

西
欧
詩
の
新
し
い
形
式
や
精
神
を
翻
訳
し
た
詩

外
山
正
一
ほ
か
訳
『
新
体
詩
抄
』

森
鷗
外
ほ
か
『
於お

も母
影か
げ

』

感
情
を
重
ん
じ
、
自
我
の
目
覚
め
や
解
放
を
う
た
っ
た
流
派

北
村
透
谷
『
楚そ

囚し
ゅ
う

之の

詩し

』『
蓬ほ
う

萊ら
い

曲き
ょ
く

』

島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』

官
能
の
世
界
を
幻
想
的
に
う
た
っ
た
流
派

北
原
白
秋
『
邪じ
ゃ

宗し
ゅ
う

門も
ん

』『
思
ひ
出
』

近
代
フ
ラ
ン
ス
の
〈
象
徴
主
義
〉
の
詩
の
影
響
を
受
け
た
流
派

上
田
敏
訳
『
海か

い

潮ち
ょ
う

音お
ん

』（
翻
訳
詩
集)

蒲か
ん

原ば
ら

有あ
り

明あ
け

『
春し
ゅ
ん

鳥ち
ょ
う

集
』

薄す
す
き

田だ

泣き
ゅ
う

菫き
ん

『
白は

く

羊よ
う

宮き
ゅ
う

』

昭　　　　　　　和 大　　正
20

理
想
主
義
の
詩

完
成
期
の

�

口
語
自
由
詩

モ
ダ
ニ
ズ
ム

�

の
詩　

現
代
の
詩

〈
白
樺
派
〉
の
影
響
を
受
け
て
口
語
に
よ
り
〈
理
想
主
義
〉
精
神
を
う
た
っ
た
詩

高
村
光
太
郎
『
道ど
う

程て
い

』

完
成
度
の
高
い
口
語
に
よ
る
自
由
な
形
式
の
詩

萩は
ぎ

原わ
ら

朔さ
く

太た

郎ろ
う

『
月
に
吠ほ

え
る
』

室む
ろ

生う

犀さ
い

星せ
い

『
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

小
曲
集
』

宮
沢
賢
治
『
春
と
修し

ゅ

羅ら

』

堀ほ
り

口ぐ
ち

大だ
い

学が
く

『
月
下
の
一
群
』（
翻
訳
詩
集)

近
代
西
欧
の
影
響
を
受
け
た
、
主
知
的
な
詩

詩
雑
誌
「
詩
と
詩
論
」
三
好
達
治
『
測
量
船
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
脇
順
三
郎
『A

あ
む
ば
る
わ
り
あ

m
barvalia

』

詩
雑
誌
「
四　
　

季
」
中
原
中ち

ゅ
う

也や

『
山や

羊ぎ

の
歌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

立
原
道
造
『
萱わ
す
れ

草ぐ
さ

に
寄よ

す
』

詩
雑
誌
「
歴れ

き　
　

程て
い

」
草
野
心し

ん

平ぺ
い

『
蛙か

え
る

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
子
光
晴
『
落ら
っ

下か

傘さ
ん

』

戦　

 

後　

 

詩

戦
後
の
荒
廃
の
中
で
新
し
い
詩
精
神
の
構
築
を
は
か
っ
た
詩

詩
雑
誌
「
荒あ
れ　

地ち

」
鮎
川
信
夫
ほ
か

谷
川
俊
太
郎
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
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江
戸
時
代
ま
で
、
詩
と
言
え
ば
漢
詩
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
欧
の
新
し
い
詩
の
形
式
や
精
神

を
取
り
入
れ
、
近
代
の
新
し
い
詩
を
め
ざ
し
た
。

新

体

詩

北き
た

村む
ら

透と
う

谷こ
く

（1868-1894

）
詩
人
、
評
論
家
。
日
本
の
初
期
浪
漫
主
義
運
動
の
指
導
者
。

　
『
楚そ

囚し
ゅ
う

之の

詩し

』（
詩
集
）　　
『
蓬ほ
う

萊ら
い

曲き
ょ
く

』（
劇
詩
）

　
『
内
部
生
命
論
』（
評
論
）　　
『
人
生
に
相あ

い

渉わ
た

る
と
は
何な

ん

の
謂い

い

ぞ
』（
評
論
）

島し
ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

（1872-1943

）
詩
人
、
小
説
家
。
北
村
透
谷
か
ら
感
化
を
受
け
、
自
ら
の
詩
情
を
新
鮮
な
官
能
と
優
美

な
韻
律
で
歌
っ
た
。

『
若
菜
集
』（
明
30
）

詩
集
。
恋
愛
の
若
々
し
い
感
情
を
う
た
い
文
語
七
五
調
の〈
新
体
詩
〉を
確
立
し
た
。

　
『
一ひ

と

葉は

舟ぶ
ね

』（
詩
集
）　
『
夏
草
』（
詩
集
）　
『
落ら

く

梅ば
い

集し
ゅ
う

』（
詩
集
）　
『
千ち

曲く
ま

川が
わ

の
ス
ケ
ッ
チ
』（
随
筆
）

感
情
や
情
熱
を
重
ん
じ
、
青
春
に
お
け
る
自
我
の
目
覚
め
や
解
放
を
抒
情
的
に
う
た
っ
た
。

浪
漫
主
義 『

新
体
詩
抄
』（
明
15
）

訳
詩
集
。
外
山
正
一
・
矢
田
部
良
吉
・
井
上
哲
次
郎
の
翻
訳
詩
と
創
作
詩
よ
り
成
る
。

『
於お

も母
影か

げ

』（
明
22
）

訳
詩
集
。
森
鷗
外
・
落
合
直
文
ら
に
よ
る
。

土ど

●

（
つ
ち
）

井い  

晩ば
ん  

翠す
い

（1871-1952

）
詩
人
、
英
文
学
者
。
漢
文
調
で
哀
愁
を
含
ん
だ
詩
を
作
っ
た
。

　
『
天て
ん

地ち

有う

情じ
ょ
う

』（
詩
集
）

連
想
や
類
推
の
技
法
に
よ
り
思
想
や
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
西
欧
の
〈
象サ

ン
ボ
リ
ズ
ム

徴
主
義
〉
の
影
響
を

強
く
受
け
た
。

象

徴

派

上う
え  

田だ       

敏び
ん

（1874-1916

）
詩
人
、
評
論
家
、
英
文
学
者
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
詩
文
を
紹

介
し
た
。

『
海か

い

潮ち
ょ
う

音お
ん

』（
明
38
）

訳
詩
集
。
主
に
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
主
義
の
詩
か
ら
な
る
。

蒲か
ん  

原ば
ら  

有あ
り  

明あ
け

（1876-1952

）
詩
人
。
島
崎
藤
村
や
上
田
敏
の
影
響
を
受
け
て
象
徴
的
手
法
の
作
品
を
作
っ
た
。

　
『
春し
ゅ
ん

鳥ち
ょ
う

集し
ゅ
う

』（
詩
集
）　
『
有あ
り

明あ
け

集
』（
詩
集
）

薄す
す
き 

田だ 

泣き
ゅ
う 

菫き
ん  

（1877-1945

）
詩
人
。
随
筆
家
。
島
崎
藤
村
的
な
浪
漫
詩
か
ら
出
発
し
、
象
徴
詩
の
影
響
下
に
、
蒲
原

有
明
と
並
ん
で
、
文
語
定
型
詩
を
完
成
さ
せ
た
。

　
『
白は
く

羊よ
う

宮き
ゅ
う

』（
詩
集
）
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基
本
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

□
1
　『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
で
な
い
人
物
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
紀
貫
之
　
　
ロ
　
凡
河
内
躬
恒
　
　
ハ
　
在
原
業
平

　
　
ニ
　
紀
友
則
　
　
ホ
　
壬
生
忠
岑

□
2
　
松
尾
芭
蕉
と
特
に
関
係
の
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
奥
の
細
道
　
　
ロ
　
さ
び
・
し
を
り
　
　
　
ハ
　
蕉
風

　
　
ニ
　
冬
の
日
　
　
　
ホ
　
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛

□
3
　『
枕
草
子
』
の
作
者
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
紫
式
部
　
　
　
ロ
　
和
泉
式
部
　
　
ハ
　
清
少
納
言

　
　
ニ
　
小
野
小
町
　
　
ホ
　
中
宮
定
子

□
4�

　
次
の
作
品
中
の
四
つ
は
、
ほ
ぼ
成
立
時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
一

つ
だ
け
異
な
る
も
の
を
選
べ
。

　
　
イ
　
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
　
　
ロ
　
方
丈
記

　
　
ハ
　
宇
治
拾
遺
物
語
　
　
　
　
　
ニ
　
新
古
今
和
歌
集
　
　

　
　
ホ
　
徒
然
草 

□
5
　
紀
貫
之
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
新
古
今
和
歌
集
　
　
ロ
　
伊
勢
物
語
　
　
ハ
　
大
鏡

　
　
ニ
　
土
佐
日
記
　
　
　
　
ホ
　
枕
草
子

□
6�

　
第
八
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
代
表
的
撰

者
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
壬
生
忠
岑
　
　
ロ
　
清
原
元
輔
　
　
ハ
　
藤
原
公
任

　
　
ニ
　
藤
原
定
家
　
　
ホ
　
紀
友
則

□
7
　
井
原
西
鶴
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
日
本
永
代
蔵
　
　
ロ
　
野
ざ
ら
し
紀
行
　
　
ハ
　
琴
後
集

　
　
ニ
　
新
花
摘
　
　
　
　
ホ
　
花
月
草
紙

□
8
　
本
居
宣
長
の
国
学
の
師
は
誰
か
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
松
永
貞
徳
　
　
ロ
　
賀
茂
真
淵
　
　
ハ
　
与
謝
蕪
村

　
　
ニ
　
西
山
宗
因
　
　
ホ
　
松
平
定
信

□
9
　『
蜻
蛉
日
記
』
の
作
者
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
藤
原
道
綱
母
　
　
ロ
　
菅
原
孝
標
女
　
　
ハ
　
清
原
元
輔
女

　
　
ニ
　
阿
仏
尼
　
　
　
　
ホ
　
讃
岐
典
侍

□
⓾
　
西
行
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
今
昔
物
語
集
　
　
ロ
　
金
槐
和
歌
集
　
　
ハ
　
発
心
集

　
　
ニ
　
山
家
集
　
　
　
　
ホ
　
和
漢
朗
詠
集

　□
�
　『
源
氏
物
語
』
と
同
じ
作
者
の
他
の
作
品
を
記
せ
。

□
�
　『
源
氏
物
語
』と
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
栄
花
物
語
　
　
ロ
　
浜
松
中
納
言
物
語
　
　
ハ
　
夜
の
寝
覚

　
　
ニ
　
狭
衣
物
語
　
　
ホ
　
と
り
か
へ
ば
や
物
語

□
�
　『
源
氏
物
語
』よ
り
も
後
に
成
立
し
た
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
竹
取
物
語
　
　
ロ
　
堤
中
納
言
物
語
　
　
ハ
　
宇
津
保
物
語

　
　
ニ
　
落
窪
物
語
　
　
ホ
　
伊
勢
物
語

□
�
　
平
安
時
代
の
説
話
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
今
昔
物
語
集
　
　
ロ
　
十
訓
抄
　
　
ハ
　
宇
治
拾
遺
物
語

　
　
ニ
　
梁
塵
秘
抄
　
　
　
ホ
　
沙
石
集

□
�
　
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
心
中
天
網
島
　
　
ロ
　
笈
の
小
文
　
　
ハ
　
柳
多
留

　
　
ニ
　
好
色
一
代
男
　
　
ホ
　
浮
世
風

□
�
　『
玉
勝
間
』
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
物
語
　
　
ロ
　
俳
論
　
　
ハ
　
随
筆

　
　
ニ
　
歌
論
　
　
ホ
　
日
記

□
��

　『
万
葉
集
』
の
編
者
と
考
え
ら
れ
、
入
集
歌
も
最
多
で
あ
る
歌
人
の
名

を
記
せ
。

□
�
　『
雨
月
物
語
』
の
作
者
名
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
井
原
西
鶴
　
　
ロ
　
上
田
秋
成
　
　
ハ
　
山
東
京
伝

　
　
ニ
　
式
亭
三
馬
　
　
ホ
　
十
返
舎
一
九

□
�
　
八
代
集
で
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
後
撰
和
歌
集
　
　
ロ
　
拾
遺
和
歌
集
　
　
ハ
　
万
葉
集

　
　
ニ
　
古
今
和
歌
集
　
　
ホ
　
金
葉
和
歌
集

□
�
　
藤
原
俊
成
が
撰
者
で
あ
る
勅
撰
和
歌
集
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
千
載
和
歌
集
　
　
ロ
　
新
古
今
和
歌
集
　
　
ハ
　
詞
花
和
歌
集

　
　
ニ
　
後
撰
和
歌
集
　
　
ホ
　
拾
遺
和
歌
集

□
��

　
Ａ
『
蜻
蛉
日
記
』、
Ｂ
『
更
級
日
記
』、
Ｃ
『
紫
式
部
日
記
』、
Ｄ
『
土

佐
日
記
』
を
成
立
順
に
並
べ
よ
。

□
��

　
歌
物
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
イ
　
源
氏
物
語
　
　
ロ
　
竹
取
物
語
　
　
ハ
　
大
和
物
語

　
　
ニ
　
平
家
物
語
　
　
ホ
　
雨
月
物
語

□
�
　
浮
世
草
子
で
有
名
な
作
者
名
を
書
け
。
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基
本
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト〈
解
答
〉
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•
•
•
•
•
•
•
•
•

1
　
ハ

2
　
ホ

3
　
ハ

4
　
ホ

5
　
ニ

6
　
ニ

7
　
イ

8
　
ロ

9
　
イ

⓾
　
ニ

�
　
紫
式
部
日
記

�
　
イ

�
　
ロ

�
　
イ

�
　
イ

�
　
ハ

�
　
大
伴
家
持

�
　
ロ

�
　
ハ

�
　
イ

�
　
Ｄ–Ａ–Ｃ–Ｂ

�
　
ハ

�
　
井
原
西
鶴

�
　
ホ

�
　
ホ

�
　�

井
原
西
鶴
–
上

田
秋
成
–
曲
亭

馬
琴

�
　
Ａ
–
ニ

　
　
Ｂ
–
ハ

�
　
落
窪
物
語

�
　�

ロ
・
ハ
・
ホ
・

チ
・
リ

�
　
ハ

�
　
ニ

�
　�

仏
教
説
話
–

イ
・
ニ
・
ホ

　
　�

世
俗
説
話
–

ロ
・
ハ

�
　
ニ

�
　
松
尾
芭
蕉

�
　
春
雨
物
語

�
　
ハ

�
　
ハ

�
　
イ

�
　
ハ

�
　
和
漢
混
交
文

�
　
平
曲

�
　
ホ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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コ
ラ
ム　

有
名
古
典
作
品
の
冒
頭
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

問�

題　
「
風
流
隠
士
の
独
居
讃
美
」
と
し
て
適
当
と
思
わ
れ
る
作
品
名

Ⅰ
と
そ
の
作
者
名
Ⅱ
、
お
よ
び
作
品
の
冒
頭
部
分
Ⅲ
を
、
次
に
あ
げ

た
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
選
べ
。

Ⅰ　

1　

徒
然
草　
　
　

2　

方
丈
記　
　
　

3　

枕
草
子

　
　

4　

伊
勢
物
語　
　

5　

奥
の
細
道　
　

6　

蜻
蛉
日
記

　
　

7　

源
氏
物
語　
　

8　

竹
取
物
語　
　

9　

平
家
物
語

　
　

10　

好
色
一
代
男

Ⅱ　

1　

行
長　
　
　
　

2　

鴨
長
明　
　
　

3　

藤
原
道
綱
母

　
　

4　

紫
式
部　
　
　

5　

在
原
業
平　
　

6　

井
原
西
鶴

　
　

7　

清
少
納
言　
　

8　

松
尾
芭
蕉　
　

9　

吉
田
兼
好

　
　

10　

作
者
不
明

Ⅲ　

1　

い
ま
は
む
か
し
た
け
と
り
の
翁
と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り

　
　

2�　

い
づ
れ
の
御お

ほ
ん

時と
き

に
か
女に

ょ
う

御ご

更か
う

衣い

あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
け
る

な
か
に

　
　

3　

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り

　
　

4　

男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て

　
　

5　

桜
も
ち
る
に
嘆
き
、
つ
き
は
か
ぎ
り
て
入
佐
山

　
　

6�　

月
日
は
百は

く

代た
い

の
過く

わ

客か
く

に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
又
旅
人
也

　
　

7　

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
ぐ
ら
し
硯す
ず
り

に
む
か
ひ
て

　
　

8　

春
は
あ
け
ぼ
の
、
や
う
や
う
し
ろ
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は

　
　

9　

む
か
し
男
初う

ひ

冠
か
う
ぶ
り

し
て
、
奈
良
の
京
春か

す
が日

の
里
に

　
　

10�　

ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ

ら
ず�

（
武
蔵
野
美
大
・
短
大
）

解�

説　
稀ま

れ

で
は
あ
る
が
、
上
の
よ
う
な
古
典
作
品
の
冒
頭
を
知
っ
て
い

る
か
を
試
す
問
題
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
た
い
て
い
有
名
出
典
の
有

名
な
冒
頭
が
問
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
取
り
挙
げ
た
も
の
ぐ
ら
い
は

覚
え
て
お
こ
う
。

　

解
答
を
出
す
前
に
、
Ⅰ
→
Ⅱ
→
Ⅲ
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

1
→
9
→
7
、
2
→
2
→
10
、
3
→
7
→
8
、
4
→
10
→
9
、

　

5
→
8
→
6
、
6
→
3
→
な
し
、
7
→
4
→
2
、
8
→
10
→
1
、

　

9
→
10
（
1
説
も
あ
り
）
→
3
、
10
→
6
→
5

　

あ
ま
り
有
名
で
な
い
の
は
Ⅲ
の
5
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
世
之
介

を
主
人
公
に
し
た
西
鶴
の
好
色
物
で
あ
る
。
Ⅲ
の
4
「
男
も
す
な
る

日
記
と
い
ふ
も
の
を
…
…
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
土
佐
日
記
』
で

あ
る
。
Ⅰ
の
6
『
蜻
蛉
日
記
』
の
冒
頭
が
Ⅲ
の
選
択
肢
に
な
い
の
で
、

引
用
し
て
お
こ
う
。「
か
く
あ
り
し
時
過
ぎ
て
、
世
の
中
に
い
と
も

の
は
か
な
く
、
と
に
も
か
く
に
も
つ
か
で
世
に
経
る
人
あ
り
け
り
」

で
あ
る
。

　

解
答
は
、
設
問
に
「
風
流
隠
士
」「
独
居
」
と
あ
る
の
で
、
鎌
倉

時
代
の
隠
者
文
学
の
『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』
を
選
べ
ば
よ
い
。

正
解

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

1

9

7

2 

2

10


